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環境配慮製品と環境ラベル 

環境省総合環境政策局HP 

建物 

では？ 
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Green Globe 

世界の建築物環境性能評価 
（エコラベル） 
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BREEAM 

（イギリス） 

1990- 

LEED 

（アメリカ） 

1996- 

GBTool 

（カナダ） 

1998- 

CASBEE 

（日本） 

2002- 

代表的な 
建築物総合環境性能評価手法 
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5 

LEEDによる認証例 

 

プラチナレベル！ プラチナレベル！ 

Copyright 2014 Institute for Building Environment and Energy Conservation (IBEC) 



Comprehensive 

Assessment 
System for  

Built 

Environment 

Efficiency  

http://www.ibec.or.jp/CASBEE/accredited_bulds.htm 

CASBEE評価認証書（イメージ） 

CASBEEによる認証例 
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産官学によるＣＡＳＢＥＥの開発 

一般社団法人  

日本サステナブル建築協会（JSBC） 
（建築物の総合的環境評価研究委員会） 

学 
Academics 

産 
Industry 

官 
Government 

国土交通省（住宅局、官庁営繕

部、国土技術政策総合研究所)、 

都市再生機構、 
東京都、大阪府など 

建築設計事務所 
建設会社 
専門工事会社 
エネルギー事業会社など 

大学、 

独立行政法人 

建築研究所など 

CASBEE：  Comprehensive Assessment System for  

                   Built Environment Efficiency  

国土交通省住宅局の支援のもとに
2001年度から研究開始 
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２つの評価分野：ＱとＬ 

仮想境界 

境界内 
Ｑ：建築物の 
 環境品質で評価 

敷地外 
Ｌ：建築物の 
 環境負荷で評価 

近隣 
建物 

近隣 
建物 

資源消費、 
CO2排出 
など 

排気、騒音、 
廃熱、排水 
    など 
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◆ＬＲ１ エネルギー： 建物の熱負荷、など。 
  

◆ＬＲ２ 資源・マテリアル： 水資源保護、など。 
  

◆ＬＲ３ 敷地外環境： 地球温暖化への配慮、など。 

 
   ＬＲはLoad Reduction（環境負荷低減性） の略 

に関する評価項目 

ＣＡＳＢＥＥの評価項目（１） 
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ＣＡＳＢＥＥの評価項目（２） 

◆Ｑ１ 室内環境： 温熱環境、光・視環境、など。 
  

◆Ｑ２ サービス性能： 機能性、耐用性、など。 
  

◆Ｑ３ 屋外環境： 生物環境、街並みへの寄与、など。  

   

 

に関する評価項目 
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建物全体・共用部分 住居・宿泊部分 

事・病(待)・ホ・工・住 
学(大学等)・病
(診) 

物・飲 会 学(小中高) 病・ホ・住 

 レベル 1 50＜ [騒音レベル] 
45＜ [騒音レベ
ル] 

55＜ [騒音レベ
ル] 

40＜ [騒音レベ
ル] 

60＜ [騒音レベ
ル] 

45＜ [騒音レベ
ル] 

 レベル 2 
(該当するレベルな
し) 

(該当するレベル
なし) 

(該当するレベル
なし) 

(該当するレベル
なし) 

50＜ [騒音レベ
ル] ≦60 

(該当するレベル
なし) 

 レベル 3 
45＜ [騒音レベル] 
≦50 

40＜ [騒音レベ
ル] ≦45 

50＜ [騒音レベ
ル] ≦55 

35＜ [騒音レベ
ル] ≦40 

45＜ [騒音レベ
ル] ≦50 

40＜ [騒音レベ
ル] ≦45 

 レベル 4 
40＜ [騒音レベル] 
≦45 

35＜ [騒音レベ
ル] ≦40 

45＜ [騒音レベ
ル] ≦50 

30＜ [騒音レベ
ル] ≦35 

35＜ [騒音レベ
ル] ≦45 

35＜ [騒音レベ
ル] ≦40 

 レベル 5 [騒音レベル] ≦40 
[騒音レベル] 
≦35 

[騒音レベル] 
≦45 

[騒音レベル] 
≦30 

[騒音レベル] 
≦35 

[騒音レベル] 
≦35 

dB(A) 
Q-1 1.音環境  1.1 騒音 1.1.1室内騒音レベル 

採点基準<例> 
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建築物の環境効率「BEE」 
（Built Environment Efficiency) 

仮想境界 

Ｑ：建築物の環境品質 

Ｌ：建築物の環境負荷 

• 環境品質（Ｑ）…利用者のアメニティの向上   

  品質が高いほど良い 

• 環境負荷（Ｌ）…環境に与える負の影響   

  負荷が少ないほど良い 

 
BEE ＝ 
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ＢＥＥを利用した環境ラベリング 

Ｓランク ：★★★★★ 
       大変優れている 
Ａランク ：★★★★ 
       大変良い 
Ｂ＋ランク：★★★ 
       良い 
Ｂ－ランク：★★ 
       やや劣っている 
Ｃランク ：★ 
       劣っている 

ＢＥＥ=1.2 

Ｃ 

Ｂ- 

Ｂ+ Ｓ Ａ 

44 

53 

0 

50 

100 

50 100 

建築物の環境負荷 Ｌ 

建
築
物
の
環
境
品
質 

Ｑ 

BEE=3.0 BEE=1.5 BEE=1.0 

0.5 

0 

最悪 最良 

最良 

最悪 
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■使用評価マニュアル： ■使用評価ソフト：

1-1　建物概要 1-2　外観

建物名称 ○○ビル 階数 地上○○F

建設地 ○○県○○市 構造 S造

用途地域 商業地域、防火地域 平均居住人員 XX 人

気候区分 地域区分Ⅳ 年間使用時間 XXX 時間/年

建物用途  事務所, 評価の段階 実施設計段階評価 外観パース等

竣工年 予定 評価の実施日 2010年7月8日 図を貼り付けるときは

敷地面積 XXX ㎡ 作成者 ○○○ シートの保護を解除してください

建築面積 XXX ㎡ 確認日 2010年7月10日

延床面積 5,400 ㎡ 確認者 ○○○

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート） 2-2 ライフサイクルCO2 (温暖化影響チャート） 2-3　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ）

1.5

標準計算

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Q のスコア = 3.4
Q1 室内環境      Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）

3.6 3.0 3.4

LR　環境負荷低減性 LR のスコア = 3.4
LR1 エネルギー      LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

3.7 3.2 3.2

3　設計上の配慮事項

総合 その他

Q1 
室内環境 Q2 
サービス性能 Q3 
室外環境（敷地内）

LR1 
エネルギー LR2 
資源・マテリアル LR3 
敷地外環境
注）　「LR1　エネルギー」に対する配慮事項を簡潔に記載し

てください。

注）　「LR2　資源・マテリアル」に対する配慮事項を簡潔に記

載してください。

注）　「LR3　敷地外環境」に対する配慮事項を簡潔に記載し

てください。

2014年12月

注）　設計における総合的なコンセプトを簡潔に記載してください。 注）　上記の６つのカテゴリー以外に、建設工事における廃棄

物削減・リサイクル、歴史的建造物の保存など、建物自体の環

境性能としてＣＡＳＢＥＥで評価し難い環境配慮の取組みがあ

れば、ここに記載してください。

注）　「Q1　室内環境」に対する配慮事項を簡潔に記載してく

ださい。

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般
的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安
で示したものです

注）　「Q2　サービス性能」に対する配慮事項を簡潔に記載し

てください。

注）　「Q3　室外環境（敷地内）」に対する配慮事項を簡潔に

記載してください。

CASBEE-新築（簡易版）2010年版 CASBEE-NCb_2010(v.1.0)

3.1
3.5

3.0

1

2

3

4

5

3.4 3.4

2.7

1

2

3

4

5

3.5

3.0

4.5

3.5

1

2

3

4

5

3.0

4.2

3.6
3.4

1

2

3

4

5

4.0

3.0

3.5

1

2

3

4

5

   水資源

　  保護

1

2

3

4

5
Q2 サービス性能

Q3 室外環境
(敷地内)

LR3 
敷地外環境

LR2 資源・
マテリアル

LR1 
エネルギー

Q1　
室内環境

3.5

2.9
2.6

1

2

3

4

5

1.5

40

61

0

50

100

0 50 100

環
境

品
質

　
Ｑ

環境負荷 L

S A B+

B-

C

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

音環境 機能性 生物環境

非再生材料の

使用削減

 耐用性

 ・信頼性

対応性

 ・更新性

まちなみ

・景観

地域性・

アメニティ

S: ★★★★★  A: ★★★★  B+: ★★★  B-: ★★  C: ★

Q3のスコア=

LR3のスコア=LR2のスコア=

Q2のスコア=Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehens ive Assessment System for Bui l t Env i ronment Ef f i ci ency  （建築環境総合性能評価システム）
■Q: Qual i ty  （建築物の環境品質）、L: Load （建築物の環境負荷）、LR : Load Reduction （建築物の環境負荷低減性）、BEE: Bui l di ng  Env i ronmenta l  Ef f i ci ency （建築物の環境効率）

■「ライフサイクルCO2」とは、建築物の部材生産・建設から運用、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量を、建築物の寿命年数で除した年間二酸化炭素排出量のこと

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、Q2、LR1、LR2中の建築物の寿命、省エネルギー、省資源などの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、「LCCO2算定条件シート」を参照されたい

温熱環境 光･視環境 空気質環境

汚染物質

回避

   建物の

   熱負荷

 自然エネ

  ルギー

 設備システ

 ム効率化

効率的

運用

地球温暖化

への配慮

地域環境

への配慮

周辺環境

への配慮

BEE =

①参照値

30%: ☆☆☆☆☆  60%: ☆☆☆☆  80%: ☆☆☆ 100%: ☆☆  100%超: ☆

（ kg-CO2/年・m2 ）

②建築物の取組み

③上記+②以外の

　オンサイト手法

0 40 80 120 160

建設 修繕・更新・解体 運用 オンサイ ト オフサイ ト

④上記+

　オフサイト手法

100%

96%

96%

96%

(1) 建物概要 

(2)-2 ライフサイクルCO2 

    （温暖化影響チャート） 

(2)-1 BEE結果 
     Q 
= 
     L 

(2)-3  レーダーチャート 

(2)-4 CASBEE評価結果 : 

       棒グラフ 

結果表示シート 
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CASBEEにおけるLCCO2評価の導入 

Copyright 2014 Institute for Building Environment and Energy Conservation (IBEC) 15 

•背景 

– 住宅および建築物における地球温暖化対策の重要性
が増大 

– 住宅および建築物から排出されるCO2の定量的なイ
ンパクトを明示する必要性の高まり 

 

•CASBEEでは、2007年よりライフサイクルCO2（LCCO2）
の評価を導入 

– 地球温暖化防止性能として、ライフサイクルCO2排出
量の目安を自動的に算出し、明示する。 

– 採点項目の1つ（「地球温暖化への配慮」）として、
BEEにLCCO2評価の結果が算入される。 
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LCCO2とは 

• 地球環境に対する影響を評価するためには、建設
してから解体するまでの建築物の一生（これをライ
フサイクルと呼ぶ）で評価することが重要である。さ
らに地球環境に対する影響の中でも、現在最も重
要視されているのが地球温暖化問題であり、その影
響を計るためには、地球温暖化ガスの代表的な
CO2がどれくらい排出されるかという総量に換算し
て比べることが一般的である。 

• このようなCO2排出の量を建築物の一生で足し合
わせたものを、建築物の「ライフサイクルCO2」と呼
んでいる。 

Copyright 2014 Institute for Building Environment and Energy Conservation (IBEC) 16 
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建物のライフサイクル 

• 「建設」：新築段階で使う部材の製造・輸送、施工 

• 「修繕・更新・解体」：修繕・更新段階で使う部材の製
造・輸送、および解体段階で発生する解体材の処理
施設までの輸送 

• 「運用」 ：運用時のエネルギー消費 

  

建設 解体更新資材製造設計 運用
Ｔ.Ｉｋａｇａ

建設 解体更新資材製造設計 運用
Ｔ.Ｉｋａｇａ

修繕

CASBEEでは多くの建物とユーザーが利用するた
め、可能な限り簡易な手法とした。（標準計算） 
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LCCO2の基本構成 

参照建物（省エネ法の建築主の判断基準に相当する省エネ性能な
どを想定した標準的な建物）のLCCO2を参照値としてこれを100％ 
とした時、評価建物のLCCO2の比率（排出率）に応じて評価する。 

2-2 ライフサイクルCO2 (温暖化影響チャート）

標準計算

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般
的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安
で示したものです

1

2

3

4

5
Q2 サービス性能

Q3 室外環境
(敷地内)

LR3 
敷地外環境

LR2 資源・

マテリアル

LR1 
エネルギー

Q1　
室内環境①参照値

30%: ☆☆☆☆☆  60%: ☆☆☆☆  80%: ☆☆☆ 100%: ☆☆  100%超: ☆

（ kg-CO2/年・m2 ）

②建築物の取組み

③上記+②以外の

　オンサイト手法

0 40 80 120 160

建設 修繕・更新・解体 運用 オンサイ ト オフサイ ト

100%

86%

79%

79%
④上記+

　オフサイト手法

緑星による 

ランキング 

LCCO2 によるランク表示   
  30％以下：☆☆☆☆☆ 
  60％以下：☆☆☆☆ 
  80％以下：☆☆☆ 
100％以下：☆☆ 
100％超 ：☆ 
一般的な建物（参照値）との比較 

Copyright 2014 Institute for Building Environment and Energy Conservation (IBEC) 18 
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2-2 ライフサイクルCO2 (温暖化影響チャート）

標準計算

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般
的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安
で示したものです

1

2

3

4

5
Q2 サービス性能

Q3 室外環境
(敷地内)

LR3 
敷地外環境

LR2 資源・

マテリアル

LR1 
エネルギー

Q1　
室内環境①参照値

30%: ☆☆☆☆☆  60%: ☆☆☆☆  80%: ☆☆☆ 100%: ☆☆  100%超: ☆

（ kg-CO2/年・m2 ）

②建築物の取組み

③上記+②以外の

　オンサイト手法

0 40 80 120 160

建設 修繕・更新・解体 運用 オンサイ ト オフサイ ト

100%

86%

79%

79%
④上記+

　オフサイト手法

① 省エネ法の建築主の判断基準に相当する省エネ性能などを想
定した標準的な建物のLCCO2 

② エコマテリアルや建物の長寿命化、省エネルギーなどの取組み 

③ 敷地内の太陽光発電などを利用 

④ グリーン電力証書、カーボンクレジットの購入などを利用 

ＬＣＣＯ２の基本構成 
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国土交通省営繕ｸﾞﾘｰﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ （国土交通省官庁営繕部、2006年8月） 

ｸﾞﾘｰﾝ庁舎計画基準、ｸﾞﾘｰﾝ診断・改修計画基準へのCASBEEの全面採用 

CASBEEツールの対象範囲拡張と普及促進に言及 

京都議定書目標達成計画の評価・見直し （地球温暖化対策推進本部、2007年9月） 

住宅・建築物省CO2先導事業 （国土交通省、2008.4～） 

助成制度における事業者選定の評価指標として全面的に採用 

環境エネルギー技術革新計画 （内閣府総合科学技術会議、2008年5月） 

技術開発を促進すべき社会システム技術として言及 

国土交通省環境行動計画 2004年6月策定 

国におけるＣＡＳＢＥＥ活用 

都市の低炭素化の促進に関する法律 （2012年9月） 

自治体が定める低炭素認定建築物の判断基準（選択的項目）の一つとして採用 
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自治体におけるＣＡＳＢＥＥ活用 
•CASBEEを届出制度として導入している自治体一覧 

(2013年10月現在、導入順） 

1)名古屋市 2004.4施行 

2)大阪市   2004.10施行 

3)横浜市※   2005.7施行 

4)京都市※  2005.10施行 

5)大阪府   2006.4施行 

6)京都府   2006.4施行 

7)神戸市※   2006.10施行 

8)川崎市   2006.10施行 

9)兵庫県   2006.10施行 

10)静岡県   2007.7.1施行 

11)福岡市  2007.10.1施行 

12)札幌市 2007.11.1施行 

13)北九州市  2007.11.1施行 

14)さいたま市 2009.4.1施行 

 

2013年10月現在、
24の地方自治体に

おいて、建築物の
環境配慮促進の一
環として、一定規模
以上の建物に対す
る、各自治体版の
CASBEEによる結

果の届出制度を実
施。 

 

（注）届出の結果は
公表されるが、各
自治体でその結果
を認定・認証するも
のではない。 

15)埼玉県 2009.10.1施行 

16)愛知県※  2009.10.1施行 

17)神奈川県 2010.4.1施行 

18)新潟市 2010.4.1施行 

19)広島市 2010.4.1施行 

20)鳥取県※ 2010.4.1施行 

21)千葉市 2010.4.1施行 

22)熊本県※  2010.10.1施行 
23)柏市※ 2011.1.1施行 
24)堺市※  2011.8.1施行 

 

※戸建版による届出制度（任意）あり 
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自治体におけるＣＡＳＢＥＥ活用 
自治体名 

届出義務
対象面積
の下限 

施行日 

提出状況（件数） （2013年3月末現在） 

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 計 

1) 名古屋市 2,000㎡ 2004.4.1 148 234 211 229 173 100 152 157 167 1,571 

2) 大阪市 2,000㎡ 2004.10.1 41 118 97 109 73 54 68 74 203 837 

3) 横浜市 2,000㎡ 2005.7.1 － 93 123 113 102 39 172 178 150 970 

4) 京都市 2,000㎡ 2005.10.1 － 21 104 93 67 63 67 74 109 598 

5) 京都府 2,000㎡ 2006.4.1 － － 37 45 33 37 43 40 16 251 

6) 大阪府 2,000㎡ 2006.4.1 － － 60 101 115 108 102 89 118 693 

7) 神戸市 2,000㎡ 2006.8.1 － － 68 136 104 67 75 90 94 634 

8) 兵庫県 2,000㎡ 2006.10.1 － － 82 163 188 146 165 144 176 1,064 

9) 川崎市 2,000㎡ 2006.10.1 － － 38 47 40 38 52 49 82 346 

10) 静岡県 2,000㎡ 2007.7.1 － － － 120 222 136 163 183 169 993 

11) 福岡市 5,000㎡ 2007.10.1 － － － 18 37 31 30 33 48 197 

12) 札幌市 2,000㎡ 2007.11.1 － － － 20 77 32 78 90 105 402 

13) 北九州市 2,000㎡ 2007.11.1 － － － 5 18 14 18 25 20 100 

14) さいたま市 2,000㎡ 2009.4.1 － － － － － 44 67 55 62 228 

15) 埼玉県 2,000㎡ 2009.10.1 － － － － － 43 165 216 214 638 

16) 愛知県 2,000㎡ 2009.10.1 － － － － － 80 136 177 201 594 

17) 神奈川県 2,000㎡ 2010.4.1 － － － － － － 59 73 94 226 

18) 千葉市 2,000㎡ 2010.4.1 － － － － － － 11 17 39 67 

19) 鳥取県 2,000㎡ 2010.4.1 － － － － － － 13 14 23 50 

20) 新潟市 2,000㎡ 2010.4.1 － － － － － － 31 38 49 118 

21) 広島市 2,000㎡ 2010.4.1 － － － － － － 58 62 63 183 

22) 熊本県 2,000㎡ 2010.10.1 － － － － － － 29 84 89 202 

23) 柏市 2,000㎡ 2011.1.1 － － － － － － 8 18 32 58 

24) 堺市 2,000㎡ 2011.8.1 － － － － － － － 11 65 76 
総計 11,096 
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自治体におけるＣＡＳＢＥＥ活用 

•建築物環境表示制度 
– 自治体へ届出された建物について、

販売や賃貸を目的とした広告物を
行う際に、評価結果の表示を義務
づけ。 

 （大阪市、大阪府、横浜市、川崎市、
神奈川県、堺市、神戸市、熊本県、
柏市 で同様の制度を実施） 
 

→表示を義務付けることで、一般へ
の環境評価制度の普及を図るとと
もに、環境建築の建設を誘導する
ことを目的とする。 

 川崎市分譲共同住宅環境性能表示 

 
機能性・耐用性 

省資源・リサイクル 

居住性 

省エネルギー 周辺への配慮 

緑・まちなみ 

総 合 評 価 

CASBEE 川崎 

5
4
3
2
1 
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CASBEEファミリーの構成 

CASBEEファミリー 

建築系 

街区系 

*TC; Temporary Construction 

*B; Brief version 

住宅系 

CASBEE-企画（Tool-0） CASBEE-短期使用（Tool-1TC） 

CASBEE-新築（簡易版）（Tool-1B） 

CASBEE-既存（簡易版）（Tool-2B） 

CASBEE-まちづくり（Tool-21） 
CASBEE-まち+建物（Tool-21+） 

CASBEE-まちづくり（簡易版）（Tool-21B） 

CASBEE-改修（簡易版）（Tool-3B） 

開発中 

CASBEE住戸ユニット 

CASBEE戸建-既存（Tool-12) 

自治体版CASBEE 

CASBEE-大阪 

CASBEE-横浜 

CASBEE-名古屋 

CASBEE-学校 

CASBEE戸建-新築 （Tool-11） 

CASBEE-都市 

等 

CASBEE-福岡 

都市系 

各自治体の届出制度で利用 

各自治体の届出制度で利用 

CASBEE健康チェックリ
スト 

CASBEEコミュニティ健
康チェックリスト 

CASBEE-新築（Tool-1） 

CASBEE-HI（Tool-4） 

CASBEE-改修（Tool-3） 

CASBEE-既存（Tool-2） 

CASBEE不動産マーケット普及版 

（仮称）CASBEE 

テナントオフィス 
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• 「ＣＡＳＢＥＥ学校  

学校施設における総
合的な環境性能評価
手法評価マニュアル」 

の発行； 

平成２２年9月29日 

学校評価マニュアル 

• ダウンロード可能（無
償） 

– 評価マニュアル 

– 評価ソフト 
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 ◆学校概要 

  生徒数：約415名（平成19年度）   
  学級数：13学級＋特別支援学級（平成19年度） 
  敷地面積：約16,590㎡   建築面積：約2,168㎡     
  延床面積：約5,904㎡ 
  校舎：RC造地上4階 体育館：S造地上1階 
  気候：一般地 

 ◆エコスクール概要 
  主な整備内容 

 外断熱（屋根・壁）、ペアガラス、壁面緑化、教室のオープン化、  
 ライトシェルフ・庇・ルーバーの設置、高窓による自然換気、 

 夜間の通風による躯体冷却、太陽光発電（平成２０年度） 
  整備年度   

 平成19～20年度 

事例Ｆ 
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改修前 

改修後 
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評価結果（分野別） 

断熱強化 バリアフリー化 

内装 

屋上緑化 

壁面緑化 

断熱強化 

自然採光 

温度差換気 

節水型トイレ 

雨水利用 

既存躯体利用 
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評価結果（総合評価） 

• 改修前ＢＥＥ＝０．６   改修後ＢＥＥ＝１．６ 

• 改修前 Ｂ-ランク    改修後 Ａランク 
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